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0. Basic Terms 

 社会的相互作用（social interactions） 

個人の態度・行動が他者から影響を受ける現象 

 

-社会的相互作用の影響が強い行動の場合： 

ミクロな個人行動の単純な総和をとることによってマクロな集団現象を表現
するという行為は不適切な場合が多い（集計・合成の誤謬） 
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0. Basic Terms 

 社会的相互作用をモデル化する２つのアプローチ 

 

-ローカル・インタラクション・モデル 

相互作用が及ぶ相手を少人数に特定した上で，個人同士の相互作用を分
析するアプローチ（ex. 社会ネットワーク分析） 

→特定個人間における社会的相互作用 

 

-グローバル・インタラクション・モデル 

個人が属する準拠集団の全構成員から平均的に影響を受けると仮定する
アプローチ 

→準拠集団の不特定多数の構成員から受ける社会的相互作用 

※準拠集団(reference groups)：個人の態度・行動に強い影響を与える社会
的集団(ex. 学校，地域) 
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本論文の対象 



1. Introduction 

 社会的相互作用に関するさまざまな考え方・捉え方 

→パラメータ（効果・影響）の識別性の問題(identification problem) 

 

Ex.) ある地域における犯罪発生率の高さ 

-地域の犯罪発生率が高い場合，個人同士は集計量を介して正の相互作用
を及ぼし合うため，地域の犯罪発生率が高まる（凝集現象） 

→ただし，凝集現象＝社会的相互作用の存在 と決め付けることはできない 

※地域の犯罪発生率が高いのは犯罪組織が存在しているからかもしれない 

 

-社会的相互作用の識別性問題：このような観測されない集団変数による見
かけ上の相互作用と，真の相互作用をどう区別できるのかを考える 

 

 準拠集団の平均的な行動がその構成員の行動に影響を及ぼすかどうか
を識別する問題(reflection problem) 
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2. A Linear Model 

 同じ集団内での個人の行動原理を類型化(仮説) 

 

内生効果[endogenous effects] 

個人の行動傾向が集団全体の（平均的な）行動結果に依存して決定 

 

 

外生効果[exogenous(contextual) effects] 

個人の行動傾向が集団全体の（平均的な）個人属性に依存して決定 

 

 

相関効果[correlated effects] 

同じ準拠集団に属している個人が同じ行動をとる理由が，互いに似た個人
属性を持っているため，または同様の社会的環境にあるためである場合 
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Ex. 高校生の学校成績 
 
 
 
 
内生効果：個人の成績がその学生が属する準拠集団の平均的な成績水準に依存する 
 
 
 
 
 
外生効果：個人の成績が準拠集団の構成員の社会経済属性に依存する 
 
 
 
 
 
 
相関効果：同じ学校に通う学生たちが似た成績をとる理由が家庭環境が似ていること
や，同じ先生に教わっていることに起因している 

社会的相互作用 



2. A Linear Model 

 社会的相互作用の相乗効果(social multiplier) 

 

Ex. 一部の学生のみを対象とした補習授業 

-個人の成績が学校全体（準拠集団）の平均的な成績に依存する場合補習
授業は 

１：対象学生の成績が伸びる（直接的な効果） 

２：彼らの成績向上の影響を受け，他学生の成績も伸びる（間接的な効果） 

 

 内生効果に特有な相乗効果 

※外生効果，相乗効果にはこのような相乗効果はない 
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2.1 Model Specification 
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個人の行動 
準拠集団の 

平均的な行動 

準拠集団の 

平均的な特性 
個人属性 



2.1 Model Specification 
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内生効果 外生効果 相関効果 



2.2 Identification of the parameters 
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2.2 Identification of the parameters 
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2.2 Identification of the parameters 
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2.3 A pure endogenous-effects model 
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2.4 Tautological models 
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2.5 Identifying reference groups 
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2.6 Sample inference 
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3. Non-Linear Endogenous-Effects Models 
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4. Dynamic Models 
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non-social forces social forces 



5. Demand Analysis 
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5. Demand Analysis 
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内生効果モデル 



6. Conclusion 
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